
【取り組む際に生じた課題】
• 輸出国の衛生認証や輸出条件への対応
• 養殖魚のサイズや品質についての輸出先の要望への対応

【ウェブサイト】 http://www.dainichi-ff.co.jp/

【対応の結果】
• 輸出先及び量の増加につながった
• 衛生や品質の向上につながり、加工場としてのレベルアップを図ることが出来た

 HACCP（対米・対EU）による衛生管理を基本に、大規模な活魚備蓄設備、冷蔵・冷
凍設備等を備え、３６５日昼夜２交代で水揚げ～加工を行っている。

 関西空港まで車で４０分という立地を活かし、鮮度重視でのチルド出荷をメインに、冷
凍出荷も行っている。

輸出額(億円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和元年度 9.3 520

通年平成30年度 8.5 490

平成29年度 5.9 350

ハマチ・ブリ、真鯛、カンパチ、シマアジ
等の国産養殖魚の鮮魚及び加工品

【主な品目】

米国、オランダ、タイ等

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• コロナの影響で落ち込んだ輸出を如何に回復させ、再度拡張路線を構築
• 更なる衛生・品質の向上のためへの施策（ISO22000取得など）

【生じた課題への対応】
• 衛生認証取得、輸出条件への対応のためへの取組み（助成金活用含む）
• 養殖業者と共に輸出先の要望に沿う養殖魚の安定供給への取組み

【連絡先】 担当者名：松島、ＴＥＬ：073-483-3217 

【活用した支援・施策】6次産業化市場規模拡大対策整備交付金等

（平成１７年度より輸出開始）

和歌山県 （株）ダイニチ 海南シーフードセンター
『ブリ類等の養殖魚を世界約１０か国へ』

水産物

国内での展示会の様子

海外での展示会の様子

海外の当社商品販売店の様子


